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概要 

 粉末回折測定装置では、Kβカットとして湾曲モノクロイメータが用いられている。 

   極点測定では、平板モノクロメータが使用されるが、湾曲モノクロメータを９０度回転して用いる場合、 

   湾曲結晶の中心が光学系の中心に配置されていなければ測定誤差が大きくなります。 

   湾曲モノクロメータを用いる場合、無配向試料で極点測定を行い、バックグランドを削除した極点図が 

Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆの曲線と一致するか確認が必要です。 

モノクロメータを用いない場合、Kβ／Kαが１／１００の Kβフィルタを使用します。 

Kβフィルタが付属していない場合、市販の金属箔を代用します。 

本ソフトウエアは、Kβフィルタの厚さから Kβ／Kαの計算を行います。 

尚、Kβフィルタを用いる場合、バックグランド低減の為、管電圧、励起電圧の３倍程度としてください。 

 

 

ソフトウエアの起動」 

C:¥CTR¥bin¥Filter.jar をダブルクリック 

 ODFPoleFigure1.5、ODFPoleFigure2 の ToolKit->DataBaseTools->Filter 

  

   

 



ソフトウエアの使い方 

 管球選択や Kβ／Kα強度比率入力、Ｆｉｌｔｅｒの厚さ入力を行うと結果が標示される。 

 Kβ／Kα強度比率入力、Ｆｉｌｔｅｒの厚さ入力は数値入力後ＥｎｔｅｒＫｅｙで計算が始まる。 

 

  管球選択 

  

  Kβ／Kα強度比率入力   Ｆｉｌｔｅｒの厚さ入力 

 

 

 

 通常、Kβ／Kα＝０．０１であるが、０．００５のＦｉｌｔｅｒの厚さや、 

    Ｆｉｌｔｅｒの厚さが０．０２ｍｍの Kβ／Kαや、Ｋα透過Ｉｘ／Ｉｏを計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



例 

 Ｃｏ管球を選択 

  入力されているＫβ／ＫαによりＦｉｌｔｅｒの厚さ、Ｉｘ／Io を計算する 

  

 

 厚さ０．０２ｍｍを入力すると 

  Kβ／Kαの比率とＫαの Ix/Io が計算表示される。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆの曲線の評価法 

 Ｓｃｈｕｌｚの光学系の場合、 

  

  

 

 

 の式が成立する。 

 ＴｅｎｃｋｈｏｆｆＣａｌｃプログラムでｒａｎｄｏｍ測定データの評価を行えば 

 光学系評価を行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実際のデータ 

 C:¥CTR¥DATA¥Al-powder-random データを評価 

 バックグランド除去を行ったＴＸＴ２データを作成 

 

 

 スリット幅と２θを記憶する。TenckhoffCalc ソフトウエア入力し計算を行う 

 

 



計算結果 

  

 比例定数、P=0.932 で赤い線（実測値）と青い線（計算値）がほぼ一致しています。 

 この曲線は、２θ角度＝65.06、ｓｌｉｔ幅＝7mm における光学系の比例定数です。 

 

 評価としては、α確度０－＞55 度までフラットであり、正常な光学系と考えられます。 

 以上の場合、このフラット領域が狭くなります。 

 更に｛１１１｝、｛２００｝も確かめ、２θ角度が低くなるとフラット領域が狭くなる事を確認します。 

 

 


